
令和 6年度（春期）放射線安全管理研修会プログラム 

－放射線事故の教訓から放射線安全管理を考える－ 

 

主催 放射線障害防止中央協議会 

共催 （公財）原子力安全技術センター 

協賛 （公社）日本診療放射線技師会、全国国立大学放射線技師会、特定非営利活動法

人日本核医学技術学会、（一社）日本核医学会核医学看護分科会、大学等放射線

施設協議会、（公社）日本アイソトープ協会、（一社）日本画像医療システム工

業会、(一社）日本非破壊検査工業会、（一財）電子科学研究所、日本放射性医薬

品協会 

日時 令和7年2月27日（木） 9：55～16：30 

形式 オンライン型 終了後20日間オンデマンド配信 

 

開会挨拶 放射線障害防止中央協議会会長  上蓑 義朋                9:55～10:00 

 

講演１ 「X線被ばく事故－行政の立場から―」                      10：00～11：00 

講師 厚生労働省労働基準局安全衛生部労働衛生課電離放射線労働者健康対策室 

中央放射線管理専門官 平地康一氏 

（休憩 10分） 

講演２ 「X線被ばく事故－保物学会検討WGの報告から―」             11：10～12：10 

講師 東京大学  

環境安全本部 教授 飯本武志氏 

（昼食休憩 60分) 

講演３ 「医療機関における放射線事故と教訓」                      13：10～14：10 

講師 国立保健医療科学院 

主任研究官 山口一郎氏 

（休憩 10分） 

講演４ 「大学・研究機関における事故・トラブルとその対策」              14：20～15：20 

講師 横浜薬科大学 

放射線科学研究室 教授 加藤真介氏 

（休憩 10分） 

講演５ （特別講演） 

「福島原発事故の概要と現状 」                          15：30～16：30 

講師 日本原子力研究開発機構 福島廃炉安全工学研究所 

大熊分析・研究センター センター長 大岡誠氏 

 

放射線安全管理研修会は一般社団法人日本核医学専門技師認定機構からポイント付与研究

会として認定されています。 


